
 

議

案

第

十

三

号

 

 
 

 

港

区

指

定

居

宅

介

護

支

援

等

に

係

る

事

業

の

人

員

及

び

運

営

に

関

す

る

基

準

等

を

定

め

る

条

例 
 

 
 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。

 

 
 

平

成

三

十

年

二

月

十

四

日

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

港

区

指

定

居

宅

介

護

支

援

等

に

係

る

事

業

の

人

員

及

び

運

営

に

関

す

る

基

準

等

を

定

め

る

条

例 
 

 
 

（

趣

旨

）

 

第

一

条 

こ

の

条

例

は

、

介

護

保

険

法

（

平

成

九

年

法

律

第

百

二

十

三

号

。

以

下

「

法

」

と

い

う

。

）

第

四

十

七

条

第

一

項

第

一

号

並

び

に

第

八

十

一

条

第

一

項

及

び

第

二

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

指

定

居

宅

介

護

支

援

及

び

基

準

該

当

居

宅

介

護

支

援

の

事

業

の

人

員

及

び

運

営

に

関

す

る

基

準

を

定

め

る

ほ

か

、

法

第

七

十

九

条

第

二

項

第

一

号

の

規

定

に

基

づ

き

、

必

要

な

事

項

を

定

め

る

も

の

と

す

る

。

 

（

定

義

）

 

第

二

条 

こ

の

条

例

に

お

い

て

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

用

語

の

意

義

は

、

そ

れ

ぞ

れ

当

該

各

号

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

 

 

一 

指

定

居

宅

介

護

支

援 

法

第

四

十

六

条

第

一

項

に

規

定

す

る

指

定

居

宅

介

護

支

援

を

い

う

。

 



 

 

二 

指

定

居

宅

介

護

支

援

事

業

者 

法

第

四

十

六

条

第

一

項

に

規

定

す

る

指

定

居

宅

介

護

支

援

事

業

者

を

い

う

。

 

 

三 
指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

等 

法

第

八

条

第

二

十

四

項

に

規

定

す

る

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

等

を

い

う

。

 

 

四 

基

準

該

当

居

宅

介

護

支

援 

法

第

四

十

七

条

第

一

項

第

一

号

に

規

定

す

る

基

準

該

当

居

宅

介

護

支

援

を

い

う

。

 

２ 

前

項

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

こ

の

条

例

で

使

用

す

る

用

語

の

意

義

は

、

法

で

使

用

す

る

用

語

の

例

に

よ

る

。

 

（

基

本

方

針

）

 

第

三

条 

指

定

居

宅

介

護

支

援

の

事

業

は

、

要

介

護

状

態

と

な

っ

た

場

合

に

お

い

て

も

、

利

用

者

が

可

能

な

限

り

そ

の

居

宅

に

お

い

て

、

そ

の

有

す

る

能

力

に

応

じ

自

立

し

た

日

常

生

活

を

営

む

こ

と

が

で

き

る

よ

う

配

慮

し

て

行

わ

れ

る

も

の

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

２ 

指

定

居

宅

介

護

支

援

の

事

業

は

、

利

用

者

の

心

身

の

状

況

、

そ

の

置

か

れ

て

い

る

環

境

等

に

応

じ

て

、

利

用

者

の

選

択

に

基

づ

き

、

適

切

な

保

健

医

療

サ

ー

ビ

ス

及

び

福

祉

サ

ー

ビ

ス

が

、

多

様

な

事

業

者

か

ら

、

総

合

的

か

つ

効

率

的

に

提

供

さ

れ

る

よ

う

配

慮

し

て

行

わ

れ

る

も

の

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

３ 

指

定

居

宅

介

護

支

援

事

業

者

は

、

指

定

居

宅

介

護

支

援

の

提

供

に

当

た

っ

て

は

、

利

用

者

の

意

思

及

び

人

格

を

尊

重

し

、

常

に

利

用

者

の

立

場

に

立

っ

て

、

利

用

者

に

提

供

さ

れ

る

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

等

が

特

定

の

種

類

又

は

特

定

の

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

（

法

第

四

十

一

条

第

一

項

に

規

定

す

る

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス



 

事

業

者

を

い

う

。

）

等

に

不

当

に

偏

す

る

こ

と

な

く

、

公

正

か

つ

中

立

に

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 
４ 
指

定

居

宅

介

護

支

援

事

業

者

は

、

事

業

の

運

営

に

当

た

っ

て

は

、

区

市

町

村

、

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

（

法

第

百

十

五

条

の

四

十

六

第

一

項

に

規

定

す

る

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

を

い

う

。

）

、

老

人

福

祉

法

（

昭

和

三

十

八

年

法

律

第

百

三

十

三

号

）

第

二

十

条

の

七

の

二

に

規

定

す

る

老

人

介

護

支

援

セ

ン

タ

ー

、

他

の

指

定

居

宅

介

護

支

援

事

業

者

、

指

定

介

護

予

防

支

援

事

業

者

（

法

第

五

十

八

条

第

一

項

に

規

定

す

る

指

定

介

護

予

防

支

援

事

業

者

を

い

う

。

）

、

介

護

保

険

施

設

、

障

害

者

の

日

常

生

活

及

び

社

会

生

活

を

総

合

的

に

支

援

す

る

た

め

の

法

律

（

平

成

十

七

年

法

律

第

百

二

十

三

号

）

第

五

十

一

条

の

十

七

第

一

項

第

一

号

に

規

定

す

る

指

定

特

定

相

談

支

援

事

業

者

等

と

の

連

携

に

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

（

人

員

に

関

す

る

基

準

）

 

第

四

条 

法

第

八

十

一

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

条

例

で

定

め

る

指

定

居

宅

介

護

支

援

の

事

業

の

人

員

に

関

す

る

基

準

は

、

区

規

則

で

定

め

る

。

 

（

運

営

に

関

す

る

基

準

）

 

第

五

条 

法

第

八

十

一

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

条

例

で

定

め

る

指

定

居

宅

介

護

支

援

の

事

業

の

運

営

に

関

す

る

基

準

は

、

次

条

か

ら

第

八

条

ま

で

に

定

め

る

も

の

の

ほ

か

、

区

規

則

で

定

め

る

。

 

（

秘

密

保

持

）

 

第

六

条 

指

定

居

宅

介

護

支

援

事

業

所

（

指

定

居

宅

介

護

支

援

等

の

事

業

の

人

員

及

び

運

営

に

関

す

る

基

準

（

平

成

十

一

年

厚

生

省

令

第

三

十

八

号

）

第

二

条

第

一

項

に

規

定

す

る

指

定

居

宅

介

護

支

援

事

業

所

を

い

う

。

 

）

 



 

の

介

護

支

援

専

門

員

そ

の

他

の

従

業

者

は

、

正

当

な

理

由

が

な

く

、

そ

の

業

務

上

知

り

得

た

利

用

者

又

は

そ

の

家

族

の

秘

密

を

漏

ら

し

て

は

な

ら

な

い

。

 

２ 

指

定

居

宅

介

護

支

援

事

業

者

は

、

介

護

支

援

専

門

員

そ

の

他

の

従

業

者

で

あ

っ

た

者

が

、

正

当

な

理

由

が

な

く

、

そ

の

業

務

上

知

り

得

た

利

用

者

又

は

そ

の

家

族

の

秘

密

を

漏

ら

す

こ

と

の

な

い

よ

う

、

必

要

な

措

置

を

講

じ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

（

苦

情

へ

の

対

応

）

 

第

七

条 

指

定

居

宅

介

護

支

援

事

業

者

は

、

自

ら

提

供

し

た

指

定

居

宅

介

護

支

援

又

は

自

ら

が

居

宅

サ

ー

ビ

ス

計

画

に

位

置

付

け

た

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

等

に

対

す

る

利

用

者

及

び

そ

の

家

族

か

ら

の

苦

情

に

迅

速

か

つ

適

切

に

対

応

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

（

事

故

発

生

時

の

対

応

）

 

第

八

条 

指

定

居

宅

介

護

支

援

事

業

者

は

、

利

用

者

に

対

す

る

指

定

居

宅

介

護

支

援

の

提

供

に

よ

り

事

故

が

発

生

し

た

場

合

は

、

速

や

か

に

区

市

町

村

、

利

用

者

の

家

族

等

に

連

絡

を

行

う

と

と

も

に

、

必

要

な

措

置

を

講

じ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

（

基

準

該

当

居

宅

介

護

支

援

に

関

す

る

基

準

）

 

第

九

条 

第

三

条

か

ら

前

条

ま

で

の

規

定

は

、

基

準

該

当

居

宅

介

護

支

援

の

事

業

に

つ

い

て

準

用

す

る

。

 

（

指

定

居

宅

介

護

支

援

の

事

業

の

申

請

者

に

係

る

条

例

で

定

め

る

者

）

 

第

十

条 

指

定

居

宅

介

護

支

援

の

事

業

の

申

請

者

に

係

る

法

第

七

十

九

条

第

二

項

第

一

号

に

規

定

す

る

条

例

で



 

定

め

る

者

は

、

法

人

と

す

る

。

 

 
 

 

付 

則

 

 

こ

の

条

例

は

、

平

成

三

十

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

 

（

説 

明

）
 

 

地

域

に

お

け

る

医

療

及

び

介

護

の

総

合

的

な

確

保

を

推

進

す

る

た

め

の

関

係

法

律

の

整

備

等

に

関

す

る

法

律

（

平

成

二

十

六

年

法

律

第

八

十

三

号

）

の

施

行

に

よ

る

介

護

保

険

法

（

平

成

九

年

法

律

第

百

二

十

三

号

）

の

一

部

改

正

に

伴

い

、

指

定

居

宅

介

護

支

援

等

に

係

る

事

業

の

人

員

及

び

運

営

の

基

準

等

を

条

例

で

定

め

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。

 


